
瀬戸市周辺の陶磁器と窯業原料資源

一41一

これら新たな開発が検討されている地区は,従

来開発されてきた地区に比べて資源の状況は良好

とはいえないが,資源の実体が的確に把握され,

合理的な開発により,有効に利用されることを期待

したい.なお,愛知県珪砂鉱業協同組合･(株)加

仙鉱山には採掘場･水簸工場を見学させていただ

くとともに,瀬戸の珪砂･粘土資源について多くの

資料を提供していただいた.また,東海工業(株)

名古屋事業所には,採掘場と珪砂精製プラントを

見せていただき,八草地区の状況についてお教え

いただいた.ここに記して謝意を表します.
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四

ブ瀬戸物ソと階津物ソ

｢瀬戸物｣と言えば陶磁器の代名詞である.もち

ろん我が国最大の陶磁器産業地帯である瀬戸一

美濃地方の磁都｢瀬戸｣に由来する言葉である.

かつて,西日本では陶磁器は生産地｢有田｣か

ら唐津の港を経て運ばれてきた.このため,陶磁

器の代名詞は｢瀬戸物｣ではなく｢唐津物｣だった

という.｢唐津物｣という言葉が使われていたの

は,概ね中国･四国以西の地域であったが,石川

県の一部で｢唐津物｣,高知県の一部で｢瀬戸物｣

が使われていたという(右図参照).

西日本出身の地質調査所の職員の何人かに聞

いてみると,例えば広島県では第二時大戦前に

は既に｢瀬戸物｣という言葉が使われるようになっ

ていたという.｢唐津物｣と｢瀬戸物｣の使用範囲

は江戸末期の舟運による物資輸送経路によって

いたようで,鉄道輸送が盛んになった昭和初期頃

から,次第に｢瀬戸物｣という語が西日本へも広ま

り,全国的に使われるようになったようだ,

(須藤定久)
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[コ皆無～極少額

都道府県別の陶磁器製和飲食器の生産高.

(1987-90年頃の工業生産統計による)

美濃焼の岐阜県が最も多く,有田焼の佐賀県,

瀬戸焼の愛知県,波佐見焼の長111奇県などがそ

れに次ぐ.
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